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0.25×0.125mm

RK73B1F
0.4×0.2mm

究極の超小型

“0.25×0.125mm”登場！

小さな抵抗器
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長野県内に多数の拠点
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真田KOA株式会社

⚫新野工場

⚫泰阜工場

⚫南信濃工場

⚫千代工場

⚫早稲田工場

興亜エレクトロニクス株式会社

⚫真田の郷



ＫＯＡを支えていただいている「５つの主体」
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創業の精神
創業者 向山 一人

■農耕一体
疲弊していく農村で、お百姓がお百姓と
して家族そろって暮らせる故郷を取り戻
すため、新たな産業を興した

■伊那谷に太陽を
伊那谷の各地に生産拠点をつくり、人が
豊かに暮らす社会基盤・コミュニティと
しての「会社」の役割を果たす



2030ビジョン・中期経営計画／GHG排出量の削減
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地球温暖化対策

KOAグループ CO2排出量（2020年度実績）
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グリーン電力の積極購入を方針に
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電力使用に伴うScope2排出量が、

Scope1+2 のうち約95％を占めている

グリーン電力を積極的に購入

環境価値上乗せ分でコストアップ

KPS改善で取り返す



モードが変わった
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コスト

CO2

省エネ

創エネ

グリーン電力

「やるか、やらないか」で迷う

（できればやりたくない）

グリーン電力

省エネ

創エネ

前提条件

割高な電気の購入量を
削減したい

「どうやったらできるか」



事業所責任者との対話
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利益責任がある。原価への影響

には慎重にならざるをえない。
瞬停への対応には悩まされている。

将来的に水素の活用で自家発電を

実現できないか。

ものづくりを内製化することで、自分

たちの力で改善を進められるように

なったケースがある。エネルギーでも

同じことができないか。

現状の製法やそれに合わせた材料

を前提にしていては大きな変化は

起こせない。

KOAで働く社員や、これから入社して

くれる人に対して、脱炭素の取組みは

アピールのひとつになる。



信州Greenでんき

電力使用に伴うCO2排出量のうち、グリーン電力の導入により削減が見込める割合

98%

82%

34% 35%

※2021年度排出量実績を基に試算

⚫ 2022年２月より長野県内ほぼ全拠点に導入
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気候関連の取組みを通じた５つの主体との信頼の構築
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森林整備（災害に強い森づくり）

地域の脱炭素計画に参画



2030ビジョン


